
みなさん、こんにちは。特別企画展の開催が近づいています。今回はそのお知らせです。 
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特別企画展関連のイベントも 8 月に開催予定ですので、後日お知らせしますね。また、小さな展覧会『佐

藤美旺能面展』も、同じ観覧券でご覧いただけます。１粒で３度おいしい（?!）夏の展覧会です！ 
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この夏、文化博物館では、ふたつの特別企画展を同時開催します。1 階特別展示室

では、『大坂夏の陣と明石藩成立』という歴史の展覧会を、2 階ギャラリーでは、『須

飼秀和展』という風景画の展覧会を行います。 

会  期   7 月 25 日(土) ～ 8 月 23 日(日)   会期中無休 

 

特別企画展『大坂夏の陣と明石藩成立』  

慶長 20（1615）年の大坂夏の陣後、 

信州松本より小笠原忠真（当時忠政）が 

元和 3（1617）年明石に入部しました。 

その後、忠真は人丸山に明石城を築き、 

城下町を作るなど、明石藩および明石と 

いう街の礎を築いた人物と言えます。 

本展では、大坂夏の陣関連や明石入部 

関連の資料から、小笠原忠政の事績を中 

心に明石藩成立時期の歴史をひも解いて 

いきます。 

 

 

                  特別企画展 『須飼秀和展』

明石在住の須飼秀和は、一色の蒼い空が印象的

なほのぼのとした風景画を描いています。バイク

で日本各地を回りそこで出会った人の温かさや、

どこか懐かしく感じる風景に触れ、郷愁をテーマ

に丹念に制作しています。神戸新聞で連載された

「やわらかな情景」、岩波ジュニア新書の挿絵、 

毎日新聞で現在連載中の「かえりたい」の挿絵も

好評です。このたび、新作を含む明石各地の風景

を中心に約 1３0 点の作品をご覧いただきます。

 

観覧料 (両展示共通)  大人:500 円、大･高生:300 円、中･小生:200 円 

 ※ 20 名以上の団体は２割引、高年手帳･障害者手帳の提示で半額 

《ポン菓子屋さん》須飼秀和

《大坂夏の陣図屏風》（複製）右隻(部分)

 

● 『大坂夏の陣と明石藩成立』と『須飼秀和展』のご案内 
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